
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮城教育大学附属特別支援学校                    令和６年１０月２日(水) No.６ 

教育目標 
１ 児童生徒一人一人の発達に応じた適切な教育を行い，心身の調和的な発達を図ります。 

２ 社会の一員として，心豊かでたくましく生きる力を身に付けた子供の育成を目指します。 

TEL  022-214-3353   FAX  022-214-3362   

  E-mail ： tokushi@tokushi.miyakyo-u.ac.jp  URL ： https:// tokushi.miyakyo-u.ac.jp      

学校だより 

人・人・人 ふとくまつり大盛況 

～さまざまな場での学び・成長・交流・発信がありました～ 
 

９月７日（土）、本校体育館を会場に、ふとくまつりが行われました。「さま 

ざまな場の提供」を活動目標とし、ＰＴＡが企画、運営に携わってきました。 

中学部、高等部の作業製品販売や小学部の買い物体験による学びと成長の場、 

福祉サービス事業所による販売や、宮教大の学生やＰＴＡ事業委員会の皆様が 

担当するお楽しみコーナーでの交流の場、本校の魅力を発信する場、そして、 

当日ふとくまつりを経験した者同士での思い出共有の場と、さまざまな場を創 

り上げてくれました。 

当日は、保護者の皆様、同窓生や旧職員、本校で実習を行った大学生、放課 

後等デイサービス事業所の利用者の皆様方が来場し、本校が多くの方々に親し 

まれ支えられていることを改めて感じました。また、保護者の皆様の団結力で、 

前日までの運営準備や環境整備、当日の駐車場整理と裏方の部分を支えていた 

だいたことで、今年も楽しい１日となりました。心より感謝申し上げます。                

 
 

 

よろしくお願いします！ 
１０月１日（火）から全学部担当支援員とし

て勤務し、各学部の学習支援や１階職員室での

教務補助を担当します。 

令和６年３月まで、高 

等部担当支援員として 

勤務しており、本校の 

児童生徒たちのことも 

よく知っております。 

どうぞ、よろしくお願 

いします。 

（文責 菅原 しのぶ） 

 

自分の命は自分で守る 
 川や海に落ちたとき、自分の命を守るためにどのような対

処をすればよいか、体験を通して学ぶことをねらいとして、

全学部で着衣水泳を実施しています。中学部、高等部は９月

１３日（金）に、日本赤十字社宮城支部の職員をお招きし、

「着衣水泳」の学習を行いました。生徒は、水中での着衣の

動きにくさや濡れた衣服の重さを体感しながら、職員の方 

と「背浮き」に取り組み、慌 

てず落ち着いて浮き続け、助 

けを待つことが命を守る行動 

であることを学びました。な 

お、活動の様子は、９月１４ 

日（土）の河北新報朝刊にて 

紹介されました。 

大学生コーナー 
（フォトフレームを作ろう） 

ＰＴＡコーナー 
（あひるすくい） 

高等部作業製品販売＆喫茶 
（木工製品、陶芸製品） 

中学部作業製品販売 
 （木工製品、陶芸製品、革製品） 

宮教大芸術・体育系教育専攻の学生

が制作した、すてきな看板です！ 

 


